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梵天山古墳の発掘調査 調査主体 ：常陸太田市教育委員会
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概要

梵天山古墳は久慈川支流の山田川

右岸に接する独立丘陵上標高20～25

ｍに位置する全長151ｍの前方後円

墳です。古墳時代前期の築造とされ

ており、この時期の古墳としては、

東日本最大級の規模を誇ります。

令和３年度に第１次発掘調査が行

われ、第１次調査の課題と成果を踏

まえ、さらなる実態解明を目指し、

今年度２回目となる発掘調査を実施

しました。
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：令和３年度調査トレンチ

：令和6年度調査トレンチ

：葺石想定ライン

：凝灰質泥岩が貼り付け

られた箇所

：堀跡の位置
禁転載

調査成果①

後円部（主に盛土部分）には河原石

などを葺石として貼り付けてあるこ

とを確認しました。

調査成果②

くびれ部に凝灰質泥岩が貼り付け

てあることを確認しました。（葺

石の代わりに貼り付けられ、装飾

的意味の可能性があります。）

調査成果③

古墳築造以前の堀跡とおもわ

れる遺構を確認しました。

（墳丘下に古墳時代以前の堀

跡を確認したことは全国的に

も珍しい発見事例です。）

調査成果④

旧表土が墳丘中段付近で確認

でき、墳丘の大半を削り出し

て築造していることがわかり

ました。
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